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富山県では、令和４年３月に『富山県特別支援教育将来構想～新しい 

令和の時代に目指す姿と実現に向けた取組～』を策定しました。本県に 
おける特別支援教育のおおむね５年間で目指す姿と実現に向けた取組を 
以下の６つの視点で整理したもの（右の QR コードからご覧になれます） 
で、今年は中間年に当たります。今号では、取組を２つ紹介します。 

 

≪視点Ⅰの取組より≫ 

 SDGs インクルーシブ教育システム推進事業 

   推進員が小・中学校等を訪問し、特別支援学級の教育課程の編成や、通常の学級へ 

学びの場を見直すプロセスに関する相談支援を行っています。昨年度は、2 学期を中 

心に約７０校にお伺いしました。なお、依頼に応じて、インクルーシブ教育システム 

に関する研修をサポートしています。 

 また、今年度も、インクルーシブ教育推進フォーラムを行います。期日は 11 月 27 

日（水）、会場は高周波文化ホール（射水市）です。10 月上旬に二次案内を配信します。 

≪視点Ⅴの取組より≫ 

 ⅤＲを用いた就労支援教材 

   特別支援学校の職業教育に協力する企業で結成した「就労応援団とやま」登録企業 

の協力のもと、ＶＲ動画教材の開発に取り組んでいます。 

就職希望の生徒が学校にいながら企業の環境を疑似体験したり、主体的かつリアル 

に仕事内容を体感したりできます。また、就業時に必要な挨拶、応答、報連相等の具 

体的スキルも映像を通して学ぶことにより、人との関わりや失敗に不安や困難を感じ 

やすい生徒も抵抗なく取り組んでいます。 

「特別支援教育将来構想」の実現に向けた取組を紹介します！ 

＜引用＞ 『「富山県特別支援教育将来構想」の実現に向けた取組』特別支援教育 No93 令和 6 年春号、文部科学省編集 

       


